










氏 名 や山ま ざ崎き 政 人
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号 第 17081 ヴEコ
学位授与年月日 平成 14 年 3 月 25 日















































ギー性評価の指標は、建物性能を表す PAL と設備性能を表す CEC から構成されている。本研究で得られた結
果は、建物性能が CEC にも影響するという結果に相当している。これらの結果から、少なくともピル用マルチ
空調機を備えた小規模ビルでは、新たな評価体系が必要であることを論証している。なお、このメカニズムも明
確にしており、この知見は今後の適切な対応へ寄与すると考えられる。
(5)空調用エネルギーのみならず、小規模建築と中規模建築の建築および設備についての LCA をインパクト評価の
レベルまで拡張している。その結果、小規模建築では、地球温暖化やオゾン層破壊、廃棄物発生などほとんどの
評価カテゴリーでインパクトが大きいことを定量的に示し、、、適切な対応をとることがとくに必要な分野であるこ
とを明らかにしている。
以上のように、本論文は従来、床面積当りの原単位で評価されていた建築の環境影響評価に規模のパラメータを導
入し、小規模建築の環境インパクトの大きいことを定量的に明確にし、各因子の影響を明らかにするとともに、計画
に必要な各種簡易推定式も得ている o 本論文は、小規模建築の省エネルギー化、環境性能の向上に貢献し、環境工学
の発展に寄与するところが大きし、。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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